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七
五
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
」
を
合
言
葉
で
始
ま
っ
た
全
国
初
、
池
田
市
発
の
地
域

分
権
制
度
（
小
学
校
区
ご
と
に
住
民
が
予
算
編
成
要
望
権

を
も
ち
地
域
内
の
課
題
抽
出
・
解
決
を
検
討
す
る
制
度
）

が
あ
り
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
サ
ポ
ー
ト
職
員
は
、
地
域
独

特
の
文
化
や
風
土
・
風
習
を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
．
人
材
育
成
基
本
方
針
の
改
定

平
成
二
六
年
五
月
の
地
方
公
務
員
法
改
正
を
う
け
て
、

人
材
育
成
基
本
方
針
の
定
め
る
「
求
め
る
職
員
像
」
と
人

事
評
価
の
「
評
価
項
目
」
の
連
動
が
必
要
と
な
る
こ
と
、

以
前
策
定
し
た
平
成
一
五
年
度
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
が
経

過
し
、
本
市
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し

た
た
め
、
人
材
育
成
基
本
方
針
を
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

圏
域
経
営
を
意
識
し
た
政
策
提
言
に
む
け
て

　
＝
い
け
だ
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
塾
を
開
催
、

　
　
近
隣
都
市
職
員
や
住
民
と
意
見
交
換
＝

池
田
市
人
材
育
成
推
進
参
与
　
上
浦
善
信

一
．
は
じ
め
に

池
田
市
は
、
大
阪
北
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
街
道
が

交
わ
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
近
年
に
お
い
て
は
、

大
阪
国
際
空
港
や
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
複
数
の
幹
線
道

路
が
整
備
さ
れ
た
た
め
利
便
性
の
高
い
住
宅
都
市
と
し
て

の
姿
を
も
つ
自
然
豊
か
な
十
万
都
市
で
す
。

年
間
一
五
〇
〇
万
人
が
利
用
す
る
大
阪
国
際
空
港
の
北

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
池
田
市
に
あ
り
ま
す
。
世
界
初
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
誕
生
の
地
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
一
年
に
開
館
さ
れ
た

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
」
に
は
、
年
間

大
阪
府
池
田
市

内
外
の
環
境
の
変
化

①
人
事
評
価
制
度
の
導
入
義
務
付
け

②
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
よ
る
再
任
用
職
員
の
増

③
職
員
数
の
減
少
と
増
加
す
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員

④�

職
員
の
年
齢
構
成
の
変
化
（
今
後
五
年
間
で
八
〇
名

以
上
の
管
理
・
監
督
職
が
退
職
）

そ
こ
で
、
今
後
の
一
〇
年
間
を
見
据
え
て
、
本
市
が
取

り
組
む
べ
き
人
材
育
成
・
人
材
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
、

必
要
な
視
点
を
入
れ
る
べ
く
、
人
材
育
成
基
本
方
針
を
平

成
二
七
年
二
月
に
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
人
材
育
成
基
本
方
針
改
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
を
庁
内
公
募
で
集
め
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
や
、
研
究
会
に
招
聘
し
た
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
得
た
示
唆
・
ヒ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
地
域
住
民
と
と
も
に
行
政
を

進
め
る
重
要
な
担
い
手
と
な
る
意
欲
と
能
力
を
兼
ね
備
え

た
人
材
の
確
保
と
育
成
の
た
め
、「
市
民
と
と
も
に
、
地

域
の
課
題
を
解
決
し
、
未
来
を
創
る
職
員
」
を
目
指
す
職

員
像
に
設
定
し
、
職
員
が
共
通
し
て
持
つ
べ
き
基
本
姿
勢

や
意
識
と
し
て
示
し
ま
し
た
。

　
　
　

職
員
と
し
て
「
求
め
る
人
材
」

１
．
全
職
員
、
採
用
候
補
者

・
池
田
市
の
未
来
を
考
え
、
行
動
し
、
信
頼
さ
れ
る
人
材

・
自
ら
考
え
、
調
査
し
、
複
数
の
選
択
肢
を
提
案
、
実
践

で
き
る
人
材

・
首
長
や
部
長
な
ど
幹
部
職
員
を
目
指
す
人
材

・
専
門
性
を
高
め
、
民
間
企
業
や
他
団
体
で
も
活
躍
で
き

る
人
材

２
．
管
理
・
監
督
職
に
あ
る
職
員

・
部
下
に
権
限
を
委
譲
し
な
が
ら
、
責
任
を
負
う
こ
と
が

で
き
る
人
材

３
．
再
任
用
職
員

・
実
務
を
担
い
な
が
ら
、
責
任
者
（
係
長
級
）
に
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
る
人
材

４
．
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る
人
材

５
．
臨
時
・
非
常
勤
職
員

・
基
本
的
な
知
識
、
自
覚
を
持
ち
、
行
動
で
き
る
専
門
的

業
務
の
担
い
手
と
な
る
人
材
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三
．
方
針
の
目
指
す
も
の

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町

村
の
広
域
化
、
独
自
化
、
高
度
化
や
多
様
化
が
進
む
中

で
、
池
田
市
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
が
定
年
ま
で
勤

め
上
げ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
職
業
人
生
と
は
異
な
り
、

池
田
市
で
得
た
能
力
を
活
か
し
て
、「
他
の
地
方
公
共
団

体
や
民
間
企
業
を
新
た
な
活
躍
場
所
に
求
め
る
よ
う
な
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
職
員
の
輩
出
」
を
目
指
し
ま

す
。ま

た
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
増
加
、
年
齢
構
成
の
大

き
な
変
化
（
若
返
り
）
の
中
で
、
新
規
採
用
職
員
と
概
ね

三
五
歳
ま
で
の
職
員
を
人
材
育
成
の
重
点
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
、
徹
底
的
な
育
成
に
努
め
、
一
〇
年
後
に
は
、
こ
れ

ら
育
成
期
間
を
経
た
職
員
が
後
輩
職
員
を
育
成
し
、
そ
の

姿
を
見
て
、
よ
り
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
と
い
う
、「
採

用
と
育
成
の
好
循
環
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
広
域
連
携
の
取
組
な
ど
を
通
じ
た
連

携
・
協
力
に
基
づ
い
た
行
政
経
営
を
意
識
し
、
他
の
自
治

体
の
職
員
や
地
域
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
職
員
や
圏
域
経
営
を
意
識
し

て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
住
民
と
と
も
に
、
複

数
の
解
決
策
を
提
案
・
提
言
、
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
誕
生
し
た
の
が
、
ロ
ー
カ
ル
ア

カ
デ
ミ
ー
「
い
け
だ
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
塾
」
で
す
。

四
．「
い
け
だ
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
塾
」

こ
れ
は
、
従
来
の
職
員
研
修
に
加
え
、
近
隣
都
市
職
員

や
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
住
民
に
も
受
講
枠
を
設
け
た
セ

ミ
ナ
ー
で
、
先
進
自
治
体
を
招
い
て
の
事
例
研
究
や
喫
緊

の
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
、

講
演
終
了
後
、
講
師
や
参
加
者
同
士
が
、
活
発
に
意
見
交

換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
属
間
同
士
の
水
平
連
携
や
市
町

村
職
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
そ
し
て
、
新
た
な
施
策

や
方
針
を
見
出
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
そ
し
て
、
他
都
市
か
ら
の
参
加
者
に
は
、
観
光
パ
ン

フ
を
配
布
す
る
な
ど
、
池
田
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
の

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。�
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こ
の
事
業
の
効
果
で
す
が
、「
対
象
者
の
拡
大
」
そ
し

て
「
講
師
を
囲
ん
で
の
意
見
交
換
」
で
は
、
講
演
で
聞
け

な
か
っ
た
「
講
師
に
よ
る
こ
こ
だ
け
の
話
」
や
他
市
の
状

況
・
情
報
・
課
題
、
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
講

師
に
と
っ
て
も
自
治
体
現
場
の
状
況
を
聞
く
機
会
と
な
っ

て
い
る
と
の
評
価
を
得
て
い
る
と
と
も
に
、
本
市
の
職
員

に
と
り
ま
し
て
は
、

①
政
策
策
定
過
程
の
検
証
や
新
規
政
策
立
案
の
参
考

②
近
隣
市
町
村
職
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

③
地
域
住
民
、
学
生
の
協
働
意
識
の
醸
成
や
推
進

④
行
政
Ｐ
Ｒ
及
び
観
光
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
多
き
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
し
、
よ
り
多
く
の

地
域
住
民
等
の
参
加
を
促
し
、
自
治
体
職
員
、
地
域
住

民
、
学
生
と
と
も
に
、
政
策
・
施
策
を
考
え
る
機
会
を
拡

大
し
、
そ
の
成
果
を
よ
り
多
く
の
自
治
体
職
員
等
が
、
政

策
策
定
過
程
の
検
証
や
政
策
立
案
の
参
考
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
講
演
録
な
ど
の
作
成
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「いけだウォンバット塾」実施実績（一部抜粋）

１．喫緊課題研究会（基調講演 ＋ パネルディスカッション等）
○「輝く女性を応援。女性が輝くよう応援」＝キャリアデザインを考える＝
　　　基調講演・キャリアトークインタビュー（自治体女性職員３名）
○「住民協働のまちづくり」　※住民参加
　　　基調講演・コミュニティ推進協議会と意見交換会
○「災害から市民を守るために�復興へのバトン�震災に備える」　※住民参加
　　　基調講演・東日本大震災被災市への人的支援報告・クロスロードゲーム

２． 事例研究会（基調講演 ＋ 先進事例・意見交換会）
○「子育て支援政策事例研究会」
　　　基調講演・大阪市の事例・意見交換会
○「環境政策事例研究会」　※住民参加
　　　基調講演・池田市・西宮市・気仙沼市の事例報告・意見交換会
○「シティプロモーション事例研究会」　※住民参加
　　　基調講演・尼崎市の事例・意見交換会

３．行政課題研究会（基調講演 ＋ 意見交換会）
○債権管理セミナー「歳入を確保する」　＝公債権・私債権＝
○マイナンバー制度　そこが知りたい！
○児童虐待への対応と子育て支援　
○行政へのクレーム、その考え方
○人事評価制度の意義と活用　＝評価者のもつ役割＝
○不調のサインを見逃すな　＝メンタルヘルス・ラインケア＝
○保育現場のリスクマネジメント�
○新地方公会計制度導入の背景と意義
○自治体のリスクマネジメント　＝事例からみる教訓＝
○委託窓口から学ぶ接遇（池田市福祉窓口委託業者教育担当）
○分権時代の自治体職員　＝キャリアデザインを考える＝
○災害から市民を守る　＝巨大地震に備えるシニア社会＝　※住民参加
○地域の魅力を世界へ発信　＝インバウンド時代がやってきた＝　※住民参加
○地域創生と観光事業創造　＝京都観光戦略から学ぶ＝　※住民参加
○住民協働のまちづくり　＝パートナーシップの特性＝　※住民参加

「なぜ、ウォンバット？」
大阪・池田には、広さ3,000平方メートル、園内一周約５分の「世界一

♥のある動物園」こと五月山動物園があります。日本では、非常に珍しい
「ウォンバット」がおり、生息地のオーストラリア以外で二世が誕生した
ことでも有名な小さくてもキラッと光る動物園です。いけだウォンバット
塾は、あなたがキラッと光ることを応援します。

講
師
を
囲
ん
で
他
市
職
員
と
意
見
交
換
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五
．
お
わ
り
に

地
方
分
権
が
実
践
の
段
階
に
入
っ
た
今
、
自
治
体
は
政

策
的
自
立
が
求
め
ら
れ
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
政
策
を

自
力
で
開
発
し
、
実
行
後
は
、
住
民
に
対
し
て
説
明
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
前
の

政
策
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
が
、
選
択
肢
と
し
て
の
政
策
を
蓄
積
す
る
方
法

と
し
て
は
、
職
員
が
一
年
近
く
か
け
て
「
政
策
策
定
研

究
」
に
取
り
組
み
、
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
指
導
助
言
者
を
つ
け
る
こ
と
や
、
関
連
す

る
部
局
の
中
堅
職
員
を
研
究
チ
ー
ム
に
送
り
込
む
な
ど
の

工
夫
で
、
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
や
状
況
把
握
に
対
し
て
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
実
現
可
能
性
の
検
証
が
ス

ム
ー
ズ
に
図
る
こ
と
が
で
き
研
究
を
成
功
に
導
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
政
策
を
蓄
積
す
る
う
え
で
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
と
し
て
は
、
課
長
級
職
員
と
若
手
職
員
三
・
四
名
が
一

組
と
な
り
二
年
程
度
を
費
や
し
、
政
策
策
定
研
究
を
行
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
人
材
の
活
用
を
考

え
、
再
任
用
職
員
（
元
課
長
級
以
上
）
と
若
手
職
員
が
一

組
と
な
っ
て
、
再
任
用
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
せ
る
テ

ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。
定
年
退
職
と
い
う
区
切
り
が
与
え
る
意
識
変
容
と

今
ま
で
と
は
異
な
る
立
場
で
熟
年
者
の
も
つ
多
角
的
視
野

で
行
政
を
見
つ
め
な
お
し
、
よ
り
市
民
に
近
い
立
場
で
の

政
策
提
言
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
、

基
礎
デ
ー
タ
と
政
策
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ

て
大
き
な
武
器
と
な
り
、
一
定
期
間
研
究
活
動
に
携
わ
っ

た
者
が
、
政
策
マ
ン
と
し
て
育
つ
こ
と
は
組
織
に
と
っ
て

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

今
後
、「
い
け
だ
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
塾
」
を
研
究
の
課
題

と
連
携
さ
せ
、
自
前
の
政
策
に
つ
い
て
研
究
す
る
プ
ロ
セ

ス
《
①
課
題
の
発
見
・
整
理�

②
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握�

③

政
策
の
立
案
と
選
択�

④
実
現
可
能
性
の
検
討
な
ど
》
の

参
考
と
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ
の
選
定
や
講
師
の
招
聘
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


